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東海地震の想定震源域と常時観測網
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気象庁作成



地震防災対策強化地域判定会地震防災対策強化地域判定会

気象庁長官が委嘱した会長以下複数の学識経験者により、

東海地震の発生のおそれに関して意見交換
東海地震の前兆の可能性に関する意見の提供など

写真は定例の判定会員打合せ会の様子

気象庁作成

東海地震観測情報

東海地震注意情報 東海地震予知情報
地震発生

注：これは一つのシミュレーションの結果であり、
時間経過を含め、実際にはこのような変化を
するとは限らない。
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気象庁作成

東海、東南海、南海地震

阿部勝征



日本周辺のプレート

ユーラシアプレート

北米プレート

○慶長地震 (Ｍ7.9)

？

南海地震

： 破壊領域

東海地震?

1605年

1707年

1854年

1944年
1946年

2010年

102年

147年

90年

空白域

156年

○宝永地震 (Ｍ8.4)死者5,038人

○安政東海地震(Ｍ8.4）
死者2,658人

○東南海地震(Ｍ7.9)死者1,251人

○南海地震 (Ｍ8.0)死者1,330人
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南海トラフ沿いの想定震源域

想定東海地震

想定東南海地震

想定南海地震

9,400km9,400km22

15,000km15,000km22

37,800km37,800km22

（中央防災会議（中央防災会議 資料）資料）



東南海・南海地震 震度分布

（中央防災会議資料）（中央防災会議資料）
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東南海・南海地震 津波の高さの分布図

（満潮時）
海岸における津波の高さ
沈降量
（津波の高さに加算して表示）
隆起量
（津波の高さから減じて表示）



「東海」「東南海」「南海」地震の被害想定
中央防災会議

5536401520   26合 計

8.14.17.01.12.85火災

2.72.21.31.40.80.8斜面災害

4.24.00.83.60.70.7津波

98.35.735.12.6液状化

30.91724.75.410.917揺れ
全
壊
建
物
数
（
万
棟
）

28,30021,00015,20012,6007,90010,100合 計

2,6002,1001,2001,400700700斜面災害

900500800100300600火災

12,70011,8003,7008,7002,9002,300津波

12,2006,6009,5002,4004,0006,700建物倒壊

死
者
数
（
人
）

東海＋
東南海＋
南海

東南海＋
南海

東海＋
東南海

南海東南海東海
地震

被害

＜注＞死者数は午前5時発生，全壊棟数は午後6時発生を想定し，最悪の値．

経済的被害は 「東海」で26～37兆円，
「東南海」＋「南海」で38～57兆円
「東海」＋「東南海」＋「南海」で53～81兆円

被害の特徴

• きわめて甚大な被害

• 非常に広域にわたる揺れ，津波の被害

• 広域な津波来襲による多数の犠牲者

• 揺れによる建物被害に伴う多数の犠牲者

• 地震と津波による複合災害

• 甚大な経済的被害

→ スーパー広域巨大災害



東南海・南海地震の地震防災戦略
（2005年3月中央防災会議）

人的被害軽減戦略

今後10年間で死者数を半減

（死者数17800人から9100人へ）

経済被害軽減戦略

今後10年間で被害額を半減

（被害額57兆円から31兆円へ）

まとめ

ＢＣＰ（事業継続計画）の策定ＢＣＰ（事業継続計画）の策定

政治、行政、経済の中枢への被害

被害が全国、海外へと広域的に波及

膨大な被害量

建物の耐震化建物の耐震化 被害量軽減

中枢機能の
継続性確保

延焼火災

初期消火率の向上初期消火率の向上 住民による自助・共助
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